
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 0 11,000 10,970 0

事業費

の内訳

令和3年度決算

（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２素案作成業務　委託費：７，３７０千円

令和4年度予算

なし

人工 0.0 0.5 0.5 0.0

人件費 0 3,600 3,600 0

事業費 0 7,400 7,370 0

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和5 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市中小企業振興条例

他都市の状況

・仙台市経済成長戦略２０２３
・さいたま市産業振興ビジョン
・名古屋市産業振興ビジョン２０２８
・地域経済成長プラン　（大阪市）　　等

実施結果

札幌市中小企業振興審議会を開催し、札幌の産業振興について有識者等から意見を徴取。
また、市内企業の現状や中長期的な経済活動を把握するため、札幌市経済に関する産業データ等の情報の収
集・分析、市内企業１万社を対象としたアンケート調査、企業経営者等約５０者へのヒアリング調査を実施し、これ
らの調査結果に基づいて（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案の作成を行った。

事業実施における
工夫点

企業へのアンケート調査においては、回答方法を調査票の郵送の他、メールでの回答も可とすることで回答率の
向上を図り、より幅広く市内企業の実態把握に努めた。また、札幌市中小企業振興審議会及び企業等へのヒアリ
ングの一部はオンライン方式で実施し、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した。

対象者 市民、企業、行政 開始 令和3 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

基礎調査を行い、（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案を作成する。

長期

市民、企業、行政が中長期的な視点から産業振興の目指す姿やその実現に向けた方向性を共有するための指針
の策定を行い、社会経済の変化に的確に対応し、札幌経済の活性化を目指す。

取組内容

以下の調査等を実施し、次なる札幌市産業振興ビジョンを策定する。
（１）札幌市経済に関する産業データ等の情報を収集・分析
（２）市内企業を対象としたアンケート調査の実施・分析
（３）企業経営者等へのヒアリング
（４）（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案作成
（５）札幌市中小企業振興審議会の運営補助　等
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◎検証（振り返り）

■ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 ■ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
札幌の産業振興に係る有識者等からの意見の徴取、企業等へのアンケート及びヒアリング調査、札幌経済
に関するデータ分析を通じ、現状や課題に対応し、札幌経済の持続的発展に向けた（仮称）札幌市産業振興
ビジョン２０２２の素案を作成することができたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

市民・企業・行政が一丸となって産業振興に取り組むことが必要であることから、次期産業振興ビジョンの積
極的な周知・広報に努める。

予算
新たな産業振興ビジョンを策定し、市民・企業等に広く周知するため、
冊子の印刷・製本を行う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

市民、企業、行政が課題認識や産業振興の目指す姿を共有し、一丸となって取り組みを進めていくため、次
期産業振興ビジョンの積極的な周知広報に努めていく必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

専門的見地から（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案を作成するため、本事業の実施に
あたり、事業内容の企画提案を受け、提案内容の選考の結果、本事業の委託先を決定しており、
本事業の実施手法及び事業内容は効率的かつ適切なものであると認識。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

札幌市中小企業振興審議会の開催や企業等へのアンケート及びヒアリング調査を通じて、現状
や課題、中長期的な経済活動を把握し、（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案に反映し
た。
本事業で作成した素案をもとに策定作業を進め、２０２３年度に新たな産業振興ビジョンを策定・
公表する予定であり、市民からの意見は策定の過程でパブリックコメントにより徴取する予定であ
る。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

札幌産業を取り巻く環境の変化や企業の実態を把握し、札幌経済の持続的発展に向けた（仮称）
札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案を作成することができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

（仮称）札幌市産業振興ビジョン２０２２の素案の作成にあたって、札幌産業を取り巻く環境の変化
を把握するためのデータ分析や、有識者等から意見をいただくための札幌市中小企業振興審議
会の開催、市内企業１万社へのアンケート調査、企業経営者等５０者へのヒアリング調査の実施
等は、必要かつ十分な規模であると認識。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

検討

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 産業振興ビジョンの改定

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

検討 検討


